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座間市郷土資料館整備事業検討委員会年譜 
 

平成２５年度 

１０月１１日（金） 委員委嘱式・会長・副会長互選、日程調整 

１月１０日（金） 市内の文化遺産等の活用とその活用の実際及び将来性他について 

３月１４日（金） 前回の内容に基づいて、郷土資料館の位置付けとそのシステム等について 

 

平成２６年度 

８月２５日（月） 市内文化財案内板など文化遺産資料の所在の確認と活用の方向性について 

１月２７日（火） アンケート調査の可能性について 

３月１８日（水） 前回の内容に基づいて、アンケート内容の検討他 

 

平成２７年度 

７月１５日（水） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート案について） 

１０月２０日（火） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート案について） 

３月１５日（火） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート案について） 

  

平成２８年度 

１０月２６日（水） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート案について） 

３月３日（金） 「海を渡った麗しき工芸品展－金子コレクション＠座間」の視察 

３月１７日（金） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート案について） 

 

平成２９年度 

８月２４日（木） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート試行について） 

１１月１７日（金） 他市公共施設の視察（大和市文化創造拠点シリウス） 

３月１５日（木） 座間市郷土資料館整備事業について（アンケート試行結果報告について） 

 

平成３０年度 

１０月５日（金） 座間市郷土資料館整備事業について 

１２月２１日（金） 座間市公共施設再整備計画について 

３月２５日（月） 郷土資料館整備事業検討委員会提案書（仮）について 

 

令和元年度 

７月５日（金） あつぎ郷土資料館他の視察 

９月２７日（金） 郷土資料館整備事業について（提案書骨子案の検討など） 

３月２６日（木） 郷土資料館整備にかかる提案書文案について外 

 

令和２年度 

７月３日（金） 郷土資料館整備に係る提案書（案）（第１回分）について外 

９月４日（金） 郷土資料館整備に係る提案書（案）（第２回分）について外 

１１月１３日（金） 郷土資料館整備に係る提案書（案）（第３回分）について外 

１月２９日（金） 郷土資料館整備に係る提案書（案）（第４回分）について外 

３月１２日（金） 郷土博物館整備に係る提言の提出について 

 

資料１ 
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旧歴史民俗資料館収蔵資料の保管状況 
 

 名称 所在地 所管課 

（１） 分庁舎 入谷西二丁目５２番１２号 財産管理課 

（２） 東中学校敷地内コンテナ ひばりが丘５丁目５７番１号 学校総務課 

（３） 入谷プール管理人宿舎 入谷西五丁目４３番１号 スポーツ課 

 
 
 
 

資料２ 
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（１） 分庁舎における保管状況 

 １階・２階ともに施錠され、出入り口は防犯対策がされている。また、１階は放置自転車
返還事務所としても利用されており、勤務する職員のために空調が使われる場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天井高・・・１階・２階ともに２４０ｃｍ 

  

 

1,550cm 
２階 

930cm 

 

全面的に民具を保管中 

民具 

 

 

520cm 

820cm 

270cm 

370cm 

１階 
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（２） 東中学校敷地内コンテナにおける保管状況 

 学校の校庭脇に置かれているコンテナ。 

 施錠・密封されているが、温度や湿度は管理されていない。 

 内部左側には、人が辛うじて通れる程度の、３０ｃｍほどの隙間がある。 

 プラスチックコンテナ等の上には内容物不明の段ボール箱等が天井近くまで積まれている。
また、最も手前には、遺物、遺物レプリカ等が様々な容器に入った状態で積み上げられて

いる。これらはプラスチックコンテナに移し替えて棚に格納するものと想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天井高・・・２１９ｃｍ 

 

 

 スチール棚・・・１基（１９０×６５×１７０ｃｍ） 

 木製容器・・・２４０個 

 プラスチックコンテナ・・・１２０個 

 カゴ、コンテナなど・・・１８０×１６０×１５０ｃｍ 

コンテナ換算・・・９６個（３×４×８個） 

 段ボール箱等（天井付近）・・・１８０×３００×４０ｃｍ 

      コンテナ換算・・・４８個（３×８×２個） 

  

スチール棚 

木製容器 

プラスチックコンテナ 

カゴ、コンテナなど 

227cm 

590cm 

E 

F 

スチール棚寸法 

１９０×６５×１７０ｃｍ 

木製容器寸法 

４０×６０×７．５ｃｍ 

プラスチックコンテナ寸法 

４０×６０×２０ｃｍ 
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（３） 入谷プール管理人宿舎における保管状況 

 平屋一戸建て住宅。 

 施錠されているが、玄関ドア郵便受けの蓋が破損し開口しているため、外気を遮断できて
いない。温度や湿度は外界の影響を受けて変動していると思われる。 

 コンテナには考古遺物が格納されている。茶箱の内容物は不明だが衣類であると思われる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プラスチックコンテナ（Ａ）・・・２１７個 

 プラスチックコンテナ（Ｂ）・・・１０２個 

 民具（Ａ）・・・１８０×１１０×９０ｃｍ 

 民具（Ｂ）・・・２８０×１１０×７０ｃｍ 

 民具（Ｃ）・・・１７０×１４０×９０ｃｍ 

 押入れ（３段）（民具）・・・天袋 １６０×９０×４０ｃｍ 

              上段 １６０×９０×９０ｃｍ 

                 下段 １６０×９０×８０ｃｍ 

 押入れ（２段）・・・茶箱９個 

 

 

 

プラスチック 

コンテナ(Ａ) 

プラスチック 

コンテナ(Ｂ) 

押入れ 

（３段） 

（民具） 

押入れ 

（２段） 

（茶箱） 

民具(Ｃ) 

 

民具 

(Ａ) 

民具(Ｂ) 

E 

F 

C A 

プラスチックコンテナ寸法 

４０×６０×２０ｃｍ 

茶箱寸法 

４５×７０×５０ｃｍ 
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市史資料（古文書）保管状況 
 

 市史編さんのために収集された資料（中世から近現代までの古文書）は、複写したのち原
本を所有者に返却していたため、大半が現在も民間所有である。 

 「座間市史資料所在目録（２～５集）」によれば、資料の数は２２，３６６点（１６５家）。 

 ただし、３０年間以上にわたり追跡調査が行われておらず、現状は明らかではない。 

 「大矢純一家文書」「加藤秀司家文書」は例外的に市立図書館地下書庫に保管している。 

 市立図書館地下書庫は、温度約２０～２６℃、湿度約２５～５４％に管理されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大矢純一家文書（段ボール箱）・・・ ２７×４２×２０・・・２１個 

                  ２７×４２×１０・・・１個 

                  ３５×５４×３１・・・２個 

                  ３５×４６×３３・・・１個 

 大矢純一家文書（木箱）・・・    ３０×４０×２０・・・１個 

 加藤秀司家文書（もんじょ箱）・・・ ３９×５２×２６・・・１１個 

 

 市史資料所在調査を進行すれば、現状では民間所有になっている資料を引き取ることが想
定されるので、さらに保管面積が必要になるが、総量は想定不能である。 

資料３ 

大矢純一家文書 

（段ボール箱、木箱） 

加藤秀司家文書 

（もんじょ箱） 
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現有資料保管に要する面積の計算 
 

（１） 考古資料保管面積の計算 

 既存のプラスチックコンテナを、図１のスチール棚（１２８×６５×２２５．５ｃｍ）に
収納することを想定する。ただし、現在使用中のプラスチックコンテナは高さが２０ｃｍ

であり、図中のコンテナとは１個当たりの高さが異なるため、棚板１枚あたり３列×３段

を収納するものとする。この場合、３列×３段×３段（棚板）となるため、スチール棚１

基あたり２７個のコンテナを収納する。 

 東中学校敷地内コンテナに保管されている木製コンテナは、高さが７．５ｃｍであるため、
棚板１枚あたり３列×９段を収納すると考える。 

この場合、３列×９段×３段（棚板）となるため、スチール棚１基あたり８１個の木製コ

ンテナを収納する。 

 入谷プール管理人宿舎に保管されている茶箱は、棚板１枚あたり１個を収納すると考える。 
この場合、スチール棚１基あたり３個の茶箱を収納する。 

 通路の幅は、コンテナを積み下ろす作業を想定し、１２０ｃｍの幅を確保するものとする。 

 棚の占める面積と通路幅を鑑みて、図２に示す「モジュール」を１単位とする。 

 東中学校敷地内コンテナに設置されているスチール棚も通路幅を加算し、モジュールとし
て考える。 

 

○コンテナ数 

保管場所 プラスチックコンテナ 換算コンテナ数 木製コンテナ 茶箱 

東中学校敷地内コンテナ １２０個 ９６＋４８個 ２４０個  

入谷プール管理人宿舎 ２１７＋１０２個   ９個 

合計 ４３９個 １４４個 ２４０個 ９個 

 

○コンテナを収容するスチール棚の数 

 プラスチックコンテナ 

（４３９＋１４４）÷２７＝２１．５９≒２２基 

 木製コンテナ 

２４０÷８１＝２．９６≒３基 

 茶箱 

９÷３＝３基 

 

○東中学校敷地内コンテナ内スチール棚 モジュール面積 

 １．９ｍ×（０．６ｍ＋０．６５ｍ）＝２．３７５㎡（０．７１坪） 

 

○スチール棚占有面積（通路含む） 

 （２２＋３＋３）×１．６㎡＋２．３７５㎡＝４７．１７５㎡(１４．２７坪) 

資料４ 
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図１ スチール棚寸法 （第一合成株式会社カタログ（英語版）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Shelf Plate Maximum Load … 棚板耐荷重:150kg/段 

 Housing Load … 積載荷重:150kg/段 

 Wall Fixing … 壁固定 

 Floor Fixing … 床固定 

図２ スチール棚設置イメージとモジュール図・面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

通路 

スチール棚 

スチール棚 

0.6m 

0.65m 

1.28m 

モジュールの面積： 

1.28m×(0.6m+0.65m)=1.6㎡ 

モジュールの坪数：0.484坪 

 

【モジュール】 
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（２） 民具保管面積の計算 

 民具は１個ごとの容積が大きく異なり、また数量も多いため、個別の容積を算出するのは
実質的に不可能である。そこで、現在の各収納場所で占めている面積を合算する。 

 

○民具保管面積 

分庁舎１階・・・（５．２ｍ×８．２ｍ）－（２．７ｍ×３．７ｍ）＝３２．６５㎡・・・① 

分庁舎２階・・・１５．５ｍ×９．３ｍ＝１４４．１５㎡・・・② 

入谷プール管理人宿舎・・・ 

１．８ｍ×１．１ｍ＝１．９８㎡・・・（Ａ） 

２．８ｍ×１．１ｍ＝３．０８㎡・・・（Ｂ） 

１．７ｍ×１．４ｍ＝２．３８㎡・・・（Ｃ） 

１．６ｍ×０．９ｍ×３段＝４．３２㎡・・・（Ｄ） 

（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）＝１１．７６㎡・・・③ 

① ＋②＋③＝１８８．５６㎡（５７．０４坪） 

 

（３） 市史資料（古文書）保管面積の計算 

 段ボール箱・木箱の寸法は不ぞろいだが、３列×３段で収納することができる。 

この場合、３列×３段×３段（棚板）となるため、スチール棚１基あたり２７個の段ボー

ル箱を収納する。 

 もんじょ箱の寸法は５２×３９×２６ｃｍであり、棚板１枚あたり３列×２段を収納する
ことが出来る。 

この場合、３列×２段×３段（棚板）となるため、スチール棚１基あたり１８個のもんじ

ょ箱を収納する。 

 

○箱の数 

段ボール箱＋木箱・・・２６箱 

もんじょ箱・・・１１箱 

 

○市史資料を収容するスチール棚の数 

 段ボール＋木箱 

２６÷２７＝０．９６≒１基 

 もんじょ箱 

１１÷１８＝０．６１≒１基 

 

○スチール棚占有面積（通路含む） 

 ２×１．６㎡＝３．２㎡(０．９７坪) 

 

（４） コンテナ類、民具および古文書の保管面積の合計 

４７．１７５㎡＋１８８．５６㎡＋３．２㎡＝２３８．９３５㎡（７２．２８坪） 
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近隣市博物館整備事例 
 

（１） 相模原市立博物館 

設立経緯 

昭和５３年１２月、郷土懇話会や文化協会ほか８団体の連名で「博

物館設置要望書」が市長に提出された。翌年、文化関係６団体から

なる文化財研究協議会が結成され、ここで博物館設立について熱の

こもった論議が行われた。 
こうした市民の積極的な行動と同時に、昭和５５年、市総合計画

に「博物館・美術館などの文化施設の検討」が盛り込まれ、昭和５

６年４月に社会教育課に博物館準備係が設置され、博物館設立の第

一歩が踏み出された。設立の過程で幾つかの問題があったが、相模

原市の公共施設として初めてプロポーザル方式で設計者を選定して

平成５年に着工、平成７年１１月２０日（市制記念日）に開館した。 

敷地面積 ９，９９９．４８㎡ 

建築面積 ５，０８１．０３㎡ 

延床面積 ９，５１０．２４㎡ 

展示スペース １，９０７㎡ 

 自然・歴史展示室 １，１７０㎡ 

 天文展示室 １２７㎡ 

 特別展示室 ４８７㎡ 

学習スペース ４５３㎡ 

 実習実験室 ９０㎡ 

 情報サービスコーナー  １２７㎡ 

 大会議室 ２３７㎡ 

プラネタリウム ６４８㎡ 

研究スペース １，０３８㎡ 

 市民研究室 ２９４㎡ 

 天体観測室 ７４㎡ 

 整理作業室ほか ６７０㎡ 

収蔵スペース １，５７０㎡ 

管理・共用スペース ３，８９４㎡ 

組織  

 館長  

  企画情報班 事務職員 ５名 

  学芸班 
考古１名、民俗１名、生物２名、地質１名、天文２名 

事務職員 １名 

   市史編さん班 
学習指導員 １名 

市史編さん調査員（非常勤特別職） １名 
町史専門調査員（非常勤特別職） １名 

所蔵資料  

 考古資料 ７，９９９箱 

 歴史資料 １０４，８０５点 

 民俗資料 ２３，２６９点 

 地質資料 １２，１３８点 

 動物資料 ４２，６０７点 

 植物資料 ５６，５４４点 

 天文資料 ２，０５３点 

（令和元年度相模原市立博物館年報より抜粋） 

資料５ 
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（２） あつぎ郷土博物館 

設立経緯 前身の「厚木市郷土資料館」は平成元年に新設された博物館準備

係に始まり、平成３年に資料収集検討委員会、平成４年に展示委員

会を発足して準備を重ね、平成１０年に寿図書館を改修することで

開館した。 
しかし、建物は建築後５０年近くが経過しており、老朽化や収蔵

スペースの不足が問題となったことから、移転が検討されるように

なった。平成１９年の「市民公園整備構想」のなかでは中央青年の

家跡地が移転対象地区に位置付けられ、平成２５年度策定の「中心

市街地の公共施設再配置計画」では老朽化対応と機能向上のために

早期に移転するべきとされた。平成２６年度中にはパブリックコメ

ントを実施し、以後審議会や説明会を開催し準備を重ねた。なお、

説明会において従来の「資料館」という名称では施設の性質がイメ

ージされにくく「博物館」という名称が望まれたことに加え、前身

施設「郷土資料館」からの流れを受け継ぐかたちで、新施設の名称

は「郷土博物館」となった。 
平成２９年に着工、平成３０年１月２７日に開館した。 

敷地面積 １０，０２５㎡ 
建築面積 １，１３３．０６㎡ 
延床面積 １，５９０．１０㎡ 
展示スペース  
 基本展示室 ３０４．１５㎡ 
 企画展示室 ９０．８１㎡ 
 化石展示室、展示収蔵室  ３２．２９㎡ 
学習スペース  
 体験学習室 １３０．７０㎡ 
収蔵スペース  
 収蔵庫 （人文、美術、自然、液浸庫）、倉庫 ３１２．２５㎡ 
事務室、管理室等 ６８０．２２㎡ 
組織  
 館長  
  事務職員 ２名 
  学芸員 民俗１名、自然１名、歴史２名、国文１名 
収蔵資料  
 人文 ２７，０２１点 
 自然 １５２，９０９点 
 考古資料 展示中資料のみ 
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（３） 愛川町郷土資料館 

設立経緯 

旧郷土資料館は、町立半原小学校旧校舎(木造、大正１５年建造)
を活用して昭和５４年に開館、撚糸機具等の民具約５００点を展示

していたが、文化財保護に木造建築が適さないことや、収蔵庫が必

要となったことから、新施設への取組みが始められた。 
平成２年に委員会を設置し基本構想を作成、平成４年には基本計

画を策定、展示業者も決定し、平成５年には３，０００㎡規模を目

標とする基本設計が作られた。しかし、バブル経済崩壊や計画規模

に対する批判があり計画は停滞、平成１３年の町長交代を契機に「郷

土博物館」として進行していた計画は「郷土資料館」へと規模が縮

小された。平成１５年に改めて郷土資料館設置のための委員会が設

置され同１７年に基本計画策定、以後建築・展示の設計を経て平成

２１年４月２９日に開館した。当初は半原小学校敷地内に収蔵庫を

増設する案もあったが、耐火性の問題があることと、県立公園内に

郷土資料館が設置可能となったため新造された。なお、この際に面

積は１，０００㎡以内とされた。計画は再始動を経ているが、展示

計画は初期の計画で練られた内容が活かされている。 

建築面積 １，０１１㎡ 

延床面積 １，２０５㎡ 

展示普及部門  

 常設展示室 ２６６㎡ 

 企画展示室 ４８㎡ 

 工作・研修会議室 ４７㎡ 

収蔵保管部門  

 収蔵庫１（自然系） ２４６．４５㎡（１層１５４．８４㎡、２層９１．６１㎡） 

 収蔵庫２（人文系） １６８．７６㎡（１層１１１．０４㎡、２層５７．７２㎡） 

 収蔵庫前室 ２３．８５㎡ 

 荷受・荷解室 ５０．１７㎡ 

 燻蒸兼用保管庫 １３．２８㎡ 

 一時保管庫 １３．２８㎡ 

管理部門  

 事務室､資料･研究室 ５５．００㎡ 

エントランスホール、廊下  １５１．４０㎡ 

風除室 １８．３０㎡ 

便所 ４３．２１㎡ 

ガスボンベ及び空調機置場  ４４．６９㎡ 

倉庫 １６．２３㎡ 

組織  

 館長  

  事務職員 １名 

  学芸員 自然系（昆虫）１名、歴史（中世）２名 

収蔵資料  

 考古資料 １４３箱 

 歴史資料 ３，６０１点 

 民俗資料 ３，５５５点 

 地質資料 １，３１０点 

 動物資料 ２９２点 

 植物資料 ９，７７４点 

 美術品 ９９点 
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展示物の候補となる資料例一覧 
 

 分類 名称 特徴 

① 考古 翡翠の太珠 令和元年度下谷遺跡第３次調査にて発見された翡翠製装身具。
国内では翡翠の原産地は新潟県糸魚川流域に限られるため、交
易路の存在を示唆する貴重な資料である。また、装身具であり
ながら、墓所ではなく住居址から発見されたことも珍しい。 

② 考古 尖頭器 栗原中丸遺跡で発見されたナイフ状の石器。全長１６．５cm。 
非常に薄く形が整っており、実用ではなく象徴的な意味合いを
持つものと考えられる。現在は神奈川県が管理しており、巡回
展でもたびたび展示される程の貴重な資料である。市が保管施
設を整備することにより移管の手続きが可能となる。 

③ 考古 刀子、鏃、トンボ玉
等 

梨の木坂横穴墓等の調査にて発見された副葬品。現在は市公民
館民俗資料室で展示される等しているが、金属製品は劣化が進
んでいる。 

④ 考古 鉄刀（２振）、金属
円盤等 

梵天山横穴墓の調査にて発見された。現在、市立図書館地下書
庫で保管している。鉄刀は約９０cm のものと約８０cm のもの
があり、状態は悪くないが検査保存処理は必要である。 

⑤ 歴史 北条藤菊丸棟札 市指定重要文化財。「藤菊丸」とは北条氏康の三男である北条氏
照の幼名で、本資料はこの人物を研究する上で重要である。 

⑥ 歴史 栗原学校扁額 市指定重要文化財。幕末から明治期にかけて活躍した偉人、山
岡鉄舟の筆による。座間教育史においても重要な資料である。 

⑦ 歴史 「雷電」部品 高座海軍工廠で生産されていた戦闘機「雷電」外板の部品。た
だし、実装品ではなく工作見本であるとみられる。「雷電」の機
体は、現在はアメリカのプレーンズ・オブ・フェイム航空博物
館に一機が保存されるのみで、その部品も大変珍しい。工作見
本であることから、優れて模範的な技術で製作されており、当
時の機械技術がわかる貴重な産業遺物であるともいえる。 

⑧ 民俗 養蚕関係民具 養蚕、製糸、蚕種製造等に関する道具が、市公民館民俗資料室
に展示中のほか、多数保管されている。 

⑨ 民俗 復元養蚕家屋 現存する図面資料を元に、養蚕家屋の特徴的な構造を復元し、
展示することが出来る。 

⑩ 民俗 入谷歌舞伎 幾度かの活動停止と再開を経て、現在も活動中。公演の様子の
上映や衣装の展示が可能。 

⑪ 民俗 座間の大凧 大凧のミニチュア、凧連の衣装、令和元年度制作の映像資料等
の展示が可能。 

⑫ 自然 谷戸山公園の水鳥 県立谷戸山公園内「水鳥の池」には、年間を通じて様々な種類
の水鳥が訪れる。これを紹介することにより、相互に来館者・
来園者が行き交う関係を構築する。 

⑬ 自然 動物 芹沢公園、谷戸山公園、田圃、川等に棲息する動物類 

⑭ 自然 植物 モクセイ、白樫、欅、ひまわり、芹沢公園の植物、谷戸山公園
の植物等 

⑮ 自然 座間丘陵・河岸段丘 座間の地形を一望できる模型を展示することで、地形の特徴を
効果的に学ぶことが出来る。 

⑯ 自然 湧水 「ざまみず」等の形で開発されている、観光資源の一つ。郷土
博物館では、地形模型に組み込んで段丘壁と湧水地の関係を示
したり、模式図で湧水の仕組みを示したりすることができる。 

⑰ 自然 箱根新期火砕流 約６万６０００年前に起きた箱根火山の噴火による火山灰が堆
積した白い地層で、軽石が主体である。地層標本を展示するこ
とで、有史以前の出来事を学ぶことができる。 

資料６ 
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座間市の文化財等に関する調査 
（主催イベント参加者用） 
第１回調査 集計結果 

 

 調 査 日 平成３０年１月２７日（土） 

 調査場所 ハーモニーホール座間２階大会議室 

文化財講座「座間の養蚕の歴史」 

 参 加 者 ３９名 

 回 答 者 ３７名 

 

問 １：あなたの性別を教えてください。 

性別 人数 割合 

男性 １７ ４６％ 

女性 ２０ ５４％ 

 

問 ２：あなたの年齢を教えてください。 

年齢層 ～１９歳 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳～ 

人数 ０ ０ ３ １ ５ ８ ２０ 

割合 － － ８％ ３％ １３％ ２２％ ５４％ 

 

問 ３：お住まいの地域を教えてください。 

地域 入 谷 栗 原 栗原中央 小松原 相模が丘 さがみ野 座 間 新田宿 相武台 立野台 

人数 ４ １ ４ ０ ４ ０ ２ １ １ ０ 

 

地域 西栗原 東 原 ひばりが丘 広野台 緑ケ丘 南栗原 明 王 四ツ谷 その他 

人数 １ ０ ６ ２ ３ １ ２ ３ ２ 

 

問 ４：今回の講座（講演会）に参加した理由（複数回答可） 

参加した理由 回答数 

今回の講座のテーマに興味があったから ２８ 

家族や友人に誘われたから ２ 

文化財や歴史に関することが好きで、よく参加している １８ 

文化財や市史に関する仕事や研究を行っているので勉強のため ９ 

講師の関係者 １ 

その他 ０ 

 

 

資料７ 
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問 ５：市が開催している、郷土を紹介する講座などを知っていますか。 

講座の種類 回答数 講座の種類 回答数 

郷土講演会 １８ 早朝探鳥会 １ 

文化財講座 ２１ 文化財めぐり ２２ 

郷土の食文化講座 ５ 常設展示室で行うパネル展 １１ 

自然観察会 １２ その他 ０ 

 

問 ６：問５の講座に参加したことはありますか。 

 人数 割合 

ある ２７ ８２％ 

なし ６ １８％ 

 

問 ７：（問６で「ある」と回答した人へ）参加した講座は何ですか。（自由回答） 

座間の湧水、座間の街道（文化財めぐり？）（男性・７０歳～） 

図書館の調べ学習講座（図書館活用講座？郷土かるた？）（男性・７０歳～） 

座間の古道、民権運動、学童疎開（女性・７０歳～） 

相模川に関する講座、文化財めぐり（複数回）（男性・７０歳～） 

芹沢水源巡り（男性・６０代） 

巡礼街道、相模の弥市のふるさと、座間・神奈川の古代道、座間の歴史を知る、噴火と火山灰

層（女性・７０歳～） 

文化財巡り、パネル展、文化財講座、郷土講演会（男性・７０歳～） 

その他（女性・６０代） 

文化財講座（男性・６０代） 

文化財講座、文化財巡り（女性・７０歳～） 

郷土講演会（女性・３０代） 

 

問 ８：今後、市で行ってほしい企画などはありますか。（複数回答可） 

企画内容 回答数 

１つのテーマを複数回に渡って詳しく講義・研究する講座 １８ 

土器作成など、親子で参加できる体験講座 ６ 

文化財や史跡出土品等がいつでも見たり触れたりできる場所の設置 １８ 

文化財など実際にある場所におもむいて行う講座 １４ 

市内の大規模商業施設等での文化財や歴史についての講座や展示 １０ 

その他 １ 

※その他＝「前にやったことをやってください」１名 
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問 ９：市内にある文化財を知っていますか。（複数回答可） 

文化財等名称 回答数 文化財等名称 回答数 

星谷寺梵鐘 ３０ 鈴鹿横穴墓群 １６ 

星谷寺文書 ９ 梨の木坂横穴墓群 ２２ 

鈴木家鍛冶文書 ６ 鈴鹿遺跡 ８ 

大矢家文書  １２ 相模野基線南端点 １６ 

飯島家文書 ５ 相模野基線中間点 １７ 

円教寺写経 ６ 咲き分け散り椿 １８ 

栗原学校扁額 １５ 大ケヤキ ２７ 

刀剣「相州住綱廣」 ５ 桑 １２ 

刀剣「相州住周廣」 ５ ニッケイ １２ 

鐙 ６ シラカシ １６ 

釈迦如来立像 ６ 椿 １２ 

岩城常隆供養五輪塔 １１ 祭囃子『かまくら』『やたい』 ５ 

石造大日如来座像 ８ 座間歌舞伎（入谷歌舞伎） １８ 

六字名号碑 １２ 座間市内の湧水 ２３ 

蜻蛉灯籠 １０ 大凧風習（大凧まつり） ２４ 

神変大菩薩碑 １０ 県立座間谷戸山公園など里山の自然 ２５ 

宝篋印塔 １６ 市内の石造物 １２ 

寺子屋師匠 保田安兵衛供養塔 １１ ひまわり畑（ひまわりまつり） ２４ 

 

問１０：市内各所に設置している文化財照会の案内板や道標などを知っていますか。 

 人数 割合 

知っている ２２ ８５％ 

知らない ４ １５％ 

※「知っている」回答者の意見＝「少しだけ」１名、「『大塚宿に買い物客でにぎわった』『六道

の辻にぎわっている』は文章として妥当か」１名、「最近できた道標の字が小さい」１名 

 

問１１：市が発行している、市の歴史や文化財院関する書籍などを知っていますか。（複数回答可） 

刊行物名称 回答数 刊行物名称 回答数 

座間市史 ２５ 座間の地名 １４ 

座間市史資料叢書 ６ 新版座間の湧水 １３ 

座間の語り伝え １９ 郷土かるた １７ 

座間むかしむかし ２５ 座間の文化財めぐり「ふるさとマップ」 １９ 

座間のむかし話絵本 １３ その他 ４ 

※その他の記入なし 
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問１２：座間市公民館２階にある郷土学習室を知っていますか。 

 人数 割合 

知っている ２１ ６６％ 

知らない １１ ３４％ 

 

問１３：問１２で「知っている」を選んだ方へ、郷土学習室の利用や展示物の見学をしたこと

はありますか。 

 人数 割合 

ある １４ ７４％ 

ない ５ ２６％ 

 

問１４：問１３で「ある」を選ばれた方へ、感想を教えてください。（自由回答） 

規模小さい（男性・60代） 

存在をもっとＰＲしたほうがよい（女性・60代） 

市民にＰＲしてほしい（男性・60代） 

あすなろ（男性・70歳～） 

古い、整理が悪い（男性・70歳～） 

あの状態では展示物が可哀そう。でも仕方がないかなぁ・・・（女性・70歳～） 

 

問１５：あなたが訪れたことのある博物館等があれば、その種類を教えてください。（複数回答可） 

博物館種別 回答数 博物館種別 回答数 

歴史博物館 ２２ 水族館 １８ 

自然系博物館 １４ 総合博物館 １０ 

科学館 ２０ 特定のテーマを取り上げた博物館 １１ 

美術館 ２１ その他 ２ 

動物園 ２０   

※その他＝「シルク博物館」１名、未記入１名 

 

問１６：現在、座間市に郷土資料館（歴史や文化財を常に展示し、講座などを数多く行うこと

が出来る専用施設）がありません。必要だと思いますか。 

 
人数 割合 

絶対に必要 １５ ５０％ 

必要 ９ ３０％ 

郷土学習室で充分 ４ １３％ 

必要ない ２ ７％ 
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問１７：問１６で「絶対に必要」「必要」を選ばれた方へ、座間市に新しく郷土資料館が設置さ

れるとしたら、どのようなものが良いと思いますか。（複数回答可）  

 回答数 

貴重な資料をたくさん収納・展示できる施設 １９ 

市民が自主的に研究しその成果を発表できる施設 ８ 

ジオラマや模型など、触れたり試したりできる資料を展示する施設 １２ 

子どもたちが気軽に行けて、いろいろ学べる施設 １２ 

座間の地形や市域に生息する動植物について学べる施設 １４ 

文化財や歴史調査の方法や埋蔵文化財発掘の技術などを学べる施設 １３ 

その他（意見なし） １ 

 

問１８：郷土資料館が設置されたとして、ボランティアスタッフとして運営に参加したいと思

いますか。  

 
人数 割合 

思う ８ ２８％ 

自分は出来ないがボランティアはいたほうがいい １９ ６５％ 

思わない ２ ７％ 

 

問１９：問１８で「思う」を選ばれた方へ、どのような活動に参加したいか教えてください。（複

数回答可） 

 
回答数 

展示ガイド ４ 

資料整理 ５ 

調査研究 ５ 

講演会やワークショップ補助 ２ 

自然観察会スタッフ １ 

その他 ０ 

 

問２０：座間市に郷土資料館を設置することについてなど、希望やご意見を自由にお書きくだ

さい。（自由回答） 

ただの展示ではなく、動かして見せて欲しい（男性・70歳～） 

子どもの育成・高齢者の生涯学習（男性・60代） 

６歳と３歳子育て中です。子育てや自分の経験から問１７④のような資料館は不安を感じます。

それよりも学校等での教育の中で郷土に感ずる内容を充実させてはどうでしょうか。本当に興

味がある子ども達は気軽に行けなくても自らで情報収集・体験をしていくと思います（女性・

30代） 

ありがとうございます（女性・50代） 
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座間市の文化財等に関する調査 
（主催イベント参加者用） 
第２回調査 集計結果 

 

 調 査 日 平成３０年２月１７日（土） 

 調査場所 ハーモニーホール座間２階大会議室 

郷土講演会「地理学からみた座間と相模川」 

 参 加 者 ３８名 

 回 答 者 ３６名 

 

問 １：あなたの性別を教えてください。 

性別 人数 割合 

男性  ２６ ７２％ 

女性 １０ ２８％ 

 

問 ２：あなたの年齢を教えてください。 

年齢層 ～１９歳 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳～ 

人数 ０ ０ ０ ０ ２ ８ ２６ 

割合 － － － － ６％ ２２％ ７２％ 

 

問 ３：お住まいの地域を教えてください。 

地域 入 谷 栗 原 栗原中央 小松原 相模が丘 さがみ野 座 間 新田宿 相武台 立野台 

人数 １１ ０ １ ２ ５ ０ ０ ０ ２ ３ 

 

地域 西栗原 東 原 ひばりが丘 広野台 緑ケ丘 南栗原 明 王 四ツ谷 その他 

人数 ０ ０ ５ ３ ０ １ ０ ２ １ 

 

問 ４：今回の講座（講演会）に参加した理由（複数回答可） 

参加した理由 回答数 

今回の講座のテーマに興味があったから ３１ 

家族や友人に誘われたから ０ 

文化財や歴史に関することが好きで、よく参加している ２１ 

文化財や市史に関する仕事や研究を行っているので勉強のため ２ 

講師の関係者 ０ 

その他 １ 

※その他＝「座間のことを何も知らないので知りたかったからです。座間神社の水は全国的に

も有名で茶道をやっている方は引越ししてでも住みついて水を飲みたいと思っている人が多い

と東京の人にききました。」１名 
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問 ５：市が開催している、郷土を紹介する講座などを知っていますか。 

講座の種類 回答数 講座の種類 回答数 

郷土講演会 ２２ 早朝探鳥会 ７ 

文化財講座 ２０ 文化財めぐり ２１ 

郷土の食文化講座 ４ 常設展示室で行うパネル展 １３ 

自然観察会 １０ その他 ２ 

※その他＝「ほとんど浅い理解ですが知っています。」１名、「健康文化大学在学中」１名 

 

問 ６：問５の講座に参加したことはありますか。 

 人数 割合 

ある ２７ ７９％ 

なし ７ ２１％ 

 

問 ７：問６で「ある」を選ばれた方へ、参加された講座などを教えてください（自由回答） 

座間とカイコ（女性・70歳～） 

文化財めぐり（いっぺい窪と遊水地）、相模川と座間（昨年）（男性・70歳～） 

文化財めぐり（女性・70歳～）（男性・70歳～）2件 

養蚕・文化財めぐり（男性・70歳～） 

毎年開催されている文化財講座（郷土講演会）に参加しています（男性・60代） 

座間と養蚕、芹沢水源巡り（男性・60代） 

文化財講座、自然観察会、文化財めぐり、パネル展（男性・70歳～） 

戦国時代の座間（男性・60代） 

座間と養蚕の歴史、座間、神奈川の古代道、座間の水源、巡礼街道の史跡（女性・70歳～） 

 

問 ８：今後、市で行ってほしい企画などはありますか。（複数回答可） 

企画内容 回答数 

１つのテーマを複数回に渡って詳しく講義・研究する講座 １７ 

土器作成など、親子で参加できる体験講座 ２ 

文化財や史跡出土品等がいつでも見たり触れたりできる場所の設置 １５ 

文化財など実際にある場所におもむいて行う講座 １７ 

市内の大規模商業施設等での文化財や歴史についての講座や展示 ７ 

その他 ０ 
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問 ９：市内にある文化財を知っていますか。（複数回答可） 

文化財等名称 回答数 文化財等名称 回答数 

星谷寺梵鐘 ２８ 鈴鹿横穴墓群 １２ 

星谷寺文書 ７ 梨の木坂横穴墓群 ２６ 

鈴木家鍛冶文書 ５ 鈴鹿遺跡 ６ 

大矢家文書  １０ 相模野基線南端点 １３ 

飯島家文書 ４ 相模野基線中間点 １４ 

円教寺写経 ４ 咲き分け散り椿 １６ 

栗原学校扁額 １３ 大ケヤキ ２４ 

刀剣「相州住綱廣」 ２ 桑 ９ 

刀剣「相州住周廣」 ２ ニッケイ ９ 

鐙 ３ シラカシ １３ 

釈迦如来立像 ９ 椿 １０ 

岩城常隆供養五輪塔 １１ 祭囃子『かまくら』『やたい』 ３ 

石造大日如来座像 ９ 座間歌舞伎（入谷歌舞伎） ２１ 

六字名号碑 １２ 座間市内の湧水 ３１ 

蜻蛉灯籠 １１ 大凧風習（大凧まつり） ２６ 

神変大菩薩碑 ７ 県立座間谷戸山公園など里山の自然 ３１ 

宝篋印塔 １５ 市内の石造物 １３ 

寺子屋師匠 保田安兵衛供養塔 ８ ひまわり畑（ひまわりまつり） ２７ 

 

問１０：市内各所に設置している文化財照会の案内板や道標などを知っていますか。 

 人数 割合 

知っている ２２ ８５％ 

知らない ４ １５％ 

※「知っている」回答者の意見＝「数が少ないと思う」１名、「番神水の標柱で方向指示のない

ものが一基あり方向を示す表示が欲しい」１名、「自家近隣の範囲のものは見ます 郷土への愛

着が湧きます」、「簡易な説明でわかりやすいと思います」、１名「字を大きく 英語・中国語・

ハングルも必要」１名、「歩いている時に見ますが止まってじっくり読んだ事がない」１名、

「 あることは知っているが、内容等知らないため興味がわかなく〝ある〝のみで終わってい

る。広報・タウンニュースなどのＰＲが必要かも」   
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問１１：市が発行している、市の歴史や文化財院関する書籍などを知っていますか。（複数回答可） 

刊行物名称 回答数 刊行物名称 回答数 

座間市史 ２４ 座間の地名 １２ 

座間市史資料叢書 ５ 新版座間の湧水 １０ 

座間の語り伝え １３ 郷土かるた １１ 

座間むかしむかし ２１ 座間の文化財めぐり「ふるさとマップ」 １９ 

座間のむかし話絵本 ８ その他 ０ 

 

問１２：座間市公民館２階にある郷土学習室を知っていますか。 

 人数 割合 

知っている １７ ５２％ 

知らない １６ ４８％ 

 

問１３：問１２で「知っている」を選んだ方へ、郷土学習室の利用や展示物の見学をしたこと

はありますか。 

 人数 割合 

ある １４ ８２％ 

ない ３ １８％ 

 

問１４：問１３で「ある」を選ばれた方へ、感想を教えてください。（自由回答） 

数が少ないと思う（男性・70歳～） 

休眠状態で説明が古い（男性・70歳～） 

他市町にあるような見ごたえのある会場に展示を望む（男性・70歳～） 

コンサートなどの時に立ち寄る程度で１・２回見学をさせていただいております（男性・70歳～） 

もっと広い場所で品数もふやした方が良いとおもいます（男性・70歳～） 

古い、説明がわかりにくい（男性・70歳～） 

残念（男性・60代） 

 

問１５：あなたが訪れたことのある博物館等があれば、その種類を教えてください。（複数回答可） 

博物館種別 回答数 博物館種別 回答数 

歴史博物館 ２３ 水族館 ２５ 

自然系博物館 ２１ 総合博物館 １５ 

科学館 ２２ 特定のテーマを取り上げた博物館 １２ 

美術館 ２８ その他 ２ 

動物園 ２３   

※その他＝「国分寺跡（海老名市）小さな博物館であるがとても関心をもった思い出がありま

す」１名、「上野科学博物館」１名 
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問１６：現在、座間市に郷土資料館（歴史や文化財を常に展示し、講座などを数多く行うこと

が出来る専用施設）がありません。必要だと思いますか。 

 
人数 割合 

絶対に必要 １７ ７７％ 

必要 ３ １４％ 

郷土学習室で充分 ２ ９％ 

必要ない ０ － 

 

問１７：問１６で「絶対に必要」「必要」を選ばれた方へ、座間市に新しく郷土資料館が設置さ

れるとしたら、どのようなものが良いと思いますか。（複数回答可）  

 回答数 

貴重な資料をたくさん収納・展示できる施設 ２８ 

市民が自主的に研究しその成果を発表できる施設 ４ 

ジオラマや模型など、触れたり試したりできる資料を展示する施設 １８ 

子どもたちが気軽に行けて、いろいろ学べる施設 １７ 

座間の地形や市域に生息する動植物について学べる施設 １５ 

文化財や歴史調査の方法や埋蔵文化財発掘の技術などを学べる施設 １７ 

その他（意見なし） １ 

※その他＝「地形の形成など、地質についても知りたいです」１名 

 

問１８：郷土資料館が設置されたとして、ボランティアスタッフとして運営に参加したいと思

いますか。  

 
人数 割合 

思う １０ ３２％ 

自分は出来ないがボランティアはいたほうがいい １８ ５８％ 

思わない ３ １０％ 

 

問１９：問１８で「思う」を選ばれた方へ、どのような活動に参加したいか教えてください。（複

数回答可） 

 
回答数 

展示ガイド ８ 

資料整理 ４ 

調査研究 ４ 

講演会やワークショップ補助 ０ 

自然観察会スタッフ ２ 

その他 ０ 
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問２０：座間市に郷土資料館を設置することについてなど、希望やご意見を自由にお書きくだ

さい。（自由回答） 

今の郷土学習室がどの程度使われているかによるので、もっと宣伝して希望する。声が多けれ

ば設置してもいいが箱物先行するより講座等を増やしていく方が良いのではないか（女性・60

代） 

具体的なスケジュールと場所（候補地）などを決めてほしい。特に古文書や資料が散逸しない

ようにしてほしい（男性・70歳～） 

相模原市、町田市、海老名市などときどき出かけております その充実ぶりにはおどろきまし

た。あまり大がかりのものでなくてよいのですが、郷土の座間のためには小規模なものでも必

要かと思われます。期待をしております（男性・70歳～） 

今残さなければ無くなってしまうものがあります。今のうちに手を打って残してほしいと思い

ます。（そんなに古いものでなくても確保する意味があると思います）（例 座間であったか

どうか 膳碗講 今ほとんどなくなっています）（男性・70歳～） 

この講座を機に郷土の歴史・文化・風俗やその他資料を参考にし座間を知りたい。座間に住ん

で４０年程になるが、都内に勤め３年程に仕事をリタイアし毎日寝に帰るのみの様な生活で地

元のことは何も知らないのが現状なので色々と勉強したい（男性・70歳～） 

少額なら寄付します（男性・70歳～） 

座間市には郷土の資料、文化財を一堂に集めた施設がありません。そうした施設を是非設置し

ていただきたいと思います（男性・70歳～） 

座間市は大凧上げ祭、鈴鹿神社、座間神社、星谷寺それと座間キャンプは有名であるが、その

他の寺社仏閣はあまり知られていないのではないか？（小生の勉強不足？）市の教育委員会も

市の文化財をもっとＰＲすべきである。この辺失礼ながら海老名市を見倣うと良いと思う。（リ

ーフレット案内、現地案内、説明文）（男性・70歳～） 

大規模のものでなくても、個別に独立した施設が望ましいのではないか。中身もある程度絞っ

た内容が良いと思う（男性・70歳～） 

人口の入替がある地域には自分の住む所を知るうえで絶対必要（男性・70歳～） 
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